
労
供
労
組
協
で
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
２
０
２
１

年
に
臨
時
総
会
を
開
き
労

供
労
組
協
の
活
動
に
つ
い

て
停
止
を
決
議
し
て
い
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
位

置
付
け
が
、
昨
年
５
月
８

日
か
ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
と
同
じ
「
５

類
」
に
移
行
し
、
ま
た
、

活
動
再
開
を
求
め
る
声
も

多
数
あ
り
、
活
動
再
開
に

向
け
て
、
２
０
２
３
年
12

月
19
日
お
よ
び
２
０
２
４

年
２
月
22
日
に
４
役
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。

４
役
会
議
の
準
備
期
間

を
経
て
、
３
月
８
日
（
金
）

15
時
よ
り
、
日
港
福
会
館

２
階
会
議
室
に
て
第
38
回

労
供
労
組
協
総
会
が
６
組

合
、
19
名
参
加
の
下
、
オ

ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

最
初
に
真
島
勝
重
議
長

か
ら
「
２
０
２
１
年
７
月

21
日
の
臨
時
総
会
で
コ
ロ

ナ
禍
で
の
活
動
停
止
を
決

議
し
た
。
港
湾
労
働
で
は
、

労
働
者
派
遣
は
禁
止
さ
れ

て
い
る
が
違
法
で
行
わ
れ

て
い
た
実
態
が
あ
っ
た
。

そ
れ
を
正
さ
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
こ
と
で
正
社

員
化
を
行
い
つ
つ
臨
時
的
・

一
時
的
な
就
労
に
つ
い
て

は
労
働
組
合
の
労
供
事
業

で
担
う
こ
と
に
し
た
。
派

遣
よ
り
供
給
が
勝
っ
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

労
供
を
広
め
て
い
き
た
い
。

意
見
交
換
を
し
て
労
供
労

組
協
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
た
い
。
」
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
参
加
者
の

自
己
紹
介
兼
事
業
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
（
※
）

各
組
合
報
告
の
後
、
方

針
提
案
が
横
山
南
人
事
務

局
長
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

労
供
労
組
協
で
は
労
供

事
業
に
つ
い
て
非
正
規
労

働
者
の
た
め
の
運
動
と
し

て
位
置
付
け
て
い
ま
す
が
、

総
会
で
は
問
題
の
あ
る
労

働
者
派
遣
を
労
働
組
合
が

無
料
で
行
う
労
働
者
供
給

に
替
え
る
こ
と
で
労
供
事

業
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を

方
針
（
労
供
労
組
協
２
０

２
４
年
度
方
針
に
つ
い
て

は
次
頁
を
参
照
）
に
掲
げ

ま
し
た
。

労
供
事
業
の
拡
大
に
つ

い
て
は
、
大
き
く
下
記
２

つ
の
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
非
正
規
労
働
者
の
組
織

化②
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
労
働
に

お
け
る
労
供
の
活
用

非
正
規
労
働
者
の
組
織

化
対
象
の
最
大
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
な
り
う
る
の
は
、
国

や
地
方
自
治
体
に
お
け
る

派
遣
労
働
者
で
す
。
国
や

地
方
自
治
体
に
お
け
る
労

働
者
派
遣
を
労
働
者
供
給

に
置
き
替
え
る
こ
と
を
追

求
し
ま
す
。

こ
の
派
遣
を
労
供
へ
置

き
替
え
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
の
は
、
労
供
労
組
協

で
社
会
・
労
組
労
働
保
険

適
用
問
題
を
追
求
し
た
結

果
、
２
０
１
８
年
10
月
よ

り
労
供
組
合
が
供
給
組
合

員
を
雇
用
（
社
会
・
労
組

労
働
保
険
を
適
用
）
し
、

供
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

方
針
提
案
の
後
、
活
動

休
止
中
の
２
０
２
１
年
か

ら
２
０
２
３
年
ま
で
の
会

計
報
告
、
そ
し
て
２
０
２

４
年
度
予
算
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。

予
算
提
案
は
ほ
ぼ
例
年

通
り
の
予
算
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
交
通
費
に
つ
い

て
事
務
局
長
の
東
京
出
張

交
通
費
（
鹿
児
島↔

東
京
）

４
回
分
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。最

後
に
新
任
の
鈴
木
誠

一
議
長
よ
り
「
す
ぐ
に
以

前
の
よ
う
な
活
動
は
難
し

い
か
と
思
う
が
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら

寄
り
合
う
と
い
う
レ
ベ
ル

か
ら
、
皆
さ
ま
の
力
を
お

借
り
し
て
や
っ
て
い
き
た

い
。
」
と
挨
拶
が
あ
り
、

総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
※
）
Ｙ
Ｏ
Ｕ

Ｔ
Ｕ
Ｂ

Ｅ
に
総
会
ビ
デ
オ
を
掲
載

（
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

総
会
の
翌
月
、
４
月
４

日
に
第
１
回
労
供
労
組
協

４
役
会
議
が
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

４
役
会
議
で
は
、
総
会

で
確
認
し
た
２
０
２
４
年

度
活
動
方
針
に
基
づ
い
て

活
動
の
具
体
化
に
つ
い
て

議
論
さ
れ
ま
し
た
。

労
供
組
合
に
お
け
る
最

大
の
課
題
で
あ
る
、
労
供

の
拡
大
を
進
め
る
こ
と
を

確
認
し
、
非
正
規
労
働
者
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(1)

去
る
３
月
８
日
、
日
港
福
会
館
２
階
会
議
室
に
て

第
38
回
労
供
労
組
協
総
会
開
か
れ
る

第
１
回
労
供
労
組
協

４
役
会
議
開
か
れ
る

https://www.youtube.com/watch?app=desktop&v=69J2kyyj9jo&feature=youtu.be


の
組
織
化
に
つ
い
て
、
国

や
地
方
自
治
体
に
お
け
る

労
働
者
派
遣
を
労
働
者
供

給
へ
の
置
き
替
え
を
追
求

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。そ

の
実
現
の
た
め
に
各

方
面
の
協
力
が
必
要
と
の

こ
と
で
、
労
供
労
組
協
が

中
心

に

な
り

、

関

係

者

（
左
記
）
な
ど
に
呼
び
か

け
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
「
公
務
労
供
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
（
仮
称
）
を

結
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

①

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

②

国
会
議
員
（
非
正
規
雇

用
労
働
者
議
連
）

③

都
・
区
議
会
議
員
団

④

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

研
究
会

⑤

非
正
規
会
議

⑥

学
者
・
弁
護
士
等
有
識

者
、
他

７
月
29
日
に
は
第
２
回

労
供
労
組
協
役
４
会
議
を

開
催
し
、
具
体
化
に
向
け

て
討
議
を
進
め
て
い
き
ま

す
。次

回
４
役
会
議
で
は
労

供
労
組
協
会
費
の
在
り
方

と
２
０
２
４
秋
の
学
習
会

に
つ
い
て
も
討
議
し
ま
す
。

2024年（令和6年）7月10日 ろ う き ょ う 第63号 (2)

２
０
２
４
年
度
役
員

議
長

鈴
木
誠
一

（
全
港
湾
）

副
議
長

太
田
武
二

（
労
供
労
連
）

同
右

青
谷
充
子

（
音
楽
ユ
ニ
オ
ン
）

事
務
局
長

横
山
南
人

（
電
算
労
）

事
務
局
次
長

山
川
敦
史

（
サ
ー
ビ
ス
連
合
）

同
右

森
戸
佳
代
子

（
電
算
労
）

同
右

古
田
将
也

（
全
港
湾
）

同
右

玖
島
穂
高

（
全
日
建
運
輸
）

会
計
監
査

緒
方
承
武

（
映
演
共
闘
）

同
右

渡
辺
秀
雄

（
東
京
ユ
ニ
オ
ン
）

1.主な活動課題

(1) 労働者の権利の維持・拡大

① 労働者派遣法に反対し、社会・労働保険適用事業体としての労働者供給事業の活用。

② 労働・職安行政の動向に対応し、労働者供給事業の拡充を図る。

③ 労供労働者の均等待遇とディーセントワークの実現を目指す。

(2) 労働者事業体の強化・発展

①「派遣」を「供給」に代替することで、官製ワーキングプアー解消を図る。

② 労供事業の拡充・事業法制定に向けてナショナルセンターや政治・行政に働きかける。

③ 違法な派遣、請負、労供を摘発し、労働条件や法令順守などにおける供給の優位性を示す。

④ 労働者が労働市場の支配力を高めるために、労供事業とともに職業教育、共済活動、統一的

な労働条件形成、労働相談の機能向上を追究する。

(3) 労供事業を行っている、あるいは、行おうとする労働組合との関係を維持し、労供労組協への

参加を呼びかける。

(4) 供給元での社保適用が可能になったことを踏まえ、冊子「労供・派遣事業の手引き」の改訂を

検討する。

また、パンフレット「派遣はダメ！労供を始めよう」を活用し、労働組合関係団体に労供事業

を働きかける。

(5) 日雇雇用保険・特例健康保険制度の拡充を求める。

(6) 雇用によらない働き方の拡大が予想される中、労供事業の活用によるフリーランスの組織化を

検討する。

2.他団体、行政との協力

(1) 國學院大學経済学部の労供研究会の成果を活かし、労供事業の拡大を図る。

(2) NPO派遣労働ネットワークなど、非正規労働者に関する運動体などと連携して運動を進める。

(3) 行政に関与する労働者派遣事業適正運営協力員に引き続き参加する。

3.運営

(1) 幹事会メーリングリストを活用する。

(2) 機関紙「ろうきょう」を発行する。

2024年度活動方針

https://www.union-net.or.jp/roukyo/

